
第６章　ハードウエア仕様

概　要

MPC-816、MIF-816、MIO-816はそれぞれ8点の出力と16点の入力ポート を持ちコネクタは同じ仕様の50pinコ

ネク タが使用されています。 この 3 枚のボードの機能はそれぞれ大き く異なっていますが、 I/O インター

フェース と しては全く同等です。 MPC-816はCPUボード兼電源ボードで電源の供給能力は外部に対して約

700mAです。MPC-816のバス信号はMIF-816に引き渡され、 ラ ッ クのバスボードにインターフェースされて

います。拡張I/OボードであるMIO-816はバスからの信号に従って制御されています。各ボードにはI/Oコネ

ク タの他に4pinの電源コネク タが付属していますが内部の論理制御用電源と して意味があるのはMPC-816

のDC24Vのみです。MIF及びMIOへの給電は、I/O制御用のみでMPC-816のDC24Vとは絶縁されており、別の

電源を与えるこ と もできます。

MPC-816KF メ インCPUボード

旧タイプとの互換性

MPC-816K （DIP部品タイプ） とMPC-816KF （表面実装部品タイプ） は完全互換です。また、MPC-816X （CPU

がHD64180） と差し替えて使用するこ とができますが次の相違点に注意して下さい。

実行速度

MPC-816KFのCPU 「KL5C80A16」 はZ80互換であ りながら効率のよいエンジンを備えており、 1インス ト ラ

クシ ョ ン1ク ロ ッ クで実行されます。 そのためMPC-816Xに対しては約3倍の実行速度とな り ます。

システムタ イマーは整合しており、TIMEコマン ド などの時間は変わ り あ り ませんが、イ ン タプ リ タ で実現し

ているLOOPタ イマー （カ ウ ン ター） は短 く なる こ と があ り ます。

I/Oアドレス（マシン語）

入出力回路 （制御I/O， 電源、 RS-232C） のコマン ド （ON,OFF Ｆ ,SW,IN,OUT等） か らの制御は816Xと完全

に互換です。 しか し、 マシン語レベルでは入出力回路のア ド レ スが変更さ れています。 こ のためマシン語モ

ジュールを組み込んで使用さ れる場合には次のア ド レ スに従って下さ い。

IN 0-7 3AH

IN 8-11 3CH （下位4ビ ッ ト )

IN 12-15 38H （上位4ビ ッ ト ）

OUT 0-3 38H （下位4ビ ッ ト ）

OUT 4-7 3CH （上位4ビ ッ ト ）
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MPC-816 各部の名称と役割

添付品

　 PS-D4C50 JAE × １

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

実装コネ ク タ

　 J1 HIF3FC-10PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J4 HIF3BA-50PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J1:RS-232Cコネ ク タ プロ グ ラ ミ ング用と ユーザ用があ り ます。 フ ォ ト カプ ラーで内部5V系と 絶縁され

ています。

J3:電源コネ ク タ DC12V～DC24Vを供給し ます。

J4:I/Oコネ ク タ 入力16点、 出力8点です。

（入力ポー ト 0～15／出力ポー ト 0～7）

J5:バス コネ ク タ MIF-816等 と接続さ れます。

SI: リ セッ ト ス イ ッチ MPCを リ セ ッ ト し ます。

LED1,2:LED 青 電源が供給さ れている と青いLED点灯

         〃 赤 エラーが発生する と 赤いLED点灯チェ ッ ク サムエ ラーなど

F1: ヒ ューズ DC5V電源 ヒ ューズです。 （1A） 　 FKS5-1A （浜井）

RA12,13:SIPソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗ア レ イ用

SP1:シ ョ ー ト ピン シ ョ ー ト で瞬断検出を禁止し ます。

SP2:シ ョ ー ト ピン 5V供給用のシ ョ ー ト ピンで、 SP2シ ョ ー ト 　 F1は取外し ます。

RA15,16:SIPパタ ン 5Vレベルで使用のためのフ ォ ト カプラ のシャン ト 抵抗実装パタ ンです。

BAT ボ タ ン型 リ チウ ム電池を ソ ケ ッ ト 実装し ま し た。電池は市販CR2032(maxell)互換品

です。

特　徴

CPU KL5C80A16CF (7.3725MHZ)

メモ リ SRAM  HM628128LP-7相当

（バッ テ リ バ ッ ク ア ッ プ 　 5年以上）

FROM 　 29F010A-90相当

RS-232C CH0 　 プロ グ ラ ム用

9600bps 7bit+Evenパ リ テ ィ固定

CH1 　 ユーザ用

CNFG#＃コマン ド によ って設定

出力ポー ト 8点 　 　 オープン コ レ ク タ 　 各点200mA

入力ポー ト 16点 　 フ ォ ト カプ ラ入力 　 各点2mA～4mA

電源 DC12V～24V単一 　消費電流 （100mA～200mA）

使用温度 0～50℃

M
PC

-816KF
CE

P-088A
AC

C
EL C

O
R

P.

BAT

F1

J4

J1

J3

SI

SP2  SP1

LED1,LED2

RA12,13

RA15

RA16

J5
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ブロッ クダイアグラムとフラ ッシュ ROM システムの方法について

ブートモジュールについて

MPC-816KFはパワーオン後ブートモジュールを起動

します。 ブートモジュールは書き換え管理プログラム

をSRAMのブートモジュール領域に複写して制御をこ

ちらに引き渡します。 この後で、 システムエ リ アに正

しいシステムが登録されているかテス ト し正しけれ

ば、 こちらに制御を引き渡します。 この時、 システム

エ リ ア(TNYFSC)は400H-6FFFHに配置されます。

システムの書き換え方法

システムエ リ アが正し く書き込まれていなければ、 モ

ニターがそのまま常駐しSA1のイレース、 システムの

ダウンロードを行 う こ とができます。 システムが正し

く書き込まれていて、 なお且つシステムを変更する場

合は、 電源投入後ブートモジュールが03コードを出力

しますので、この時03を0.5秒以内にエコーバッ クする

と、 システムに制御を引き渡さず、 モニターが動作し

システムの入れ替えができるよ うになり ます。 これら

の一連の手続きはシステム ローダによって行 う こ と

ができます。 これによ り ROM交換を必用と しないメン

テナンスを行 う こ とができます。

MPC-816KFはきわめて簡単な構成です。 I/OはCPU上

のI/Oが割 り当てられています。KL5C80AのI/Oは24点

用意されていますが、 うち38Hの下位4ビッ トが出力専

用、 上位 4 ビッ トが入力専用に割 り当てられているた

めに、 割付が変則的になっています。 このため、 マシ

ン語モジュールでのポー ト の制御には注意が必用と

な り ます。

SRAMはSP1をシ ョー トする とバッテ リバッ クアップ

されます。

J4のI/Oコネク タのインターフェース、取扱い使用方法

は小型LCD I/F機能についてでMIF-816、MIO-816と併

せて解説します。

MPC-816KFには、スイ ッチングタイプの電源が備えら

れており J3から供給されたDC24V （DC12V） を5Vに変

換しEMIフ ィルタを経て内部CPU回路に供給していま

す。 このDC5VがJ5を介してMIF、 MIOに供給されてい

ます。電源の能力は最大で700mAです。CPUボードに実

装された ヒ ューズはこの電源を保護するためのもの

です。DC24Vは、J4のI/O入出力の駆動にも使用されて

います。 SRAMは リ テ ィ ウム電池によ り電源オフ時に

もデータが保持されています。

関連コマンド

・出力ポート制御 ON,OFF,OUT等

・入力ポート読み込み SW(),IN()等

・ RS-232C CNFG#,INPUT#,PRINT#等

KL5C80A16

7.3725MHZ

SRAM

20000

|

3FFFF

FLASH

 ROM

00000

|

1FFFF

Z80準拠 IO-BUSCH0/CH1

RS-232C

RS-232C

ｱｲｿﾚｰﾀ

ﾊﾞｯｸｱｯ

ﾌﾟBAT

内部ブロック図

８１６ＫＦの

ＩＯはＣＰＵ

のＩＯを使用

してます

IN0-7  (3AH)

IN8-11 (3CH),12-15(38H)

OUT0-3(38H)OUT4-7(3CH)
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小型 LCD  I/F 機能について

MPC-816KFはJ5に小型LCD を直接実装する事が出来ます。 こ の場合I/Oバス タ イ ミ ン グを変更する為に

“OUT 8 &HF0” を実行し て下さ い。

MPC-816 ピ ン アサイ ン表

J1 J3

J4 J5　[バスアサイン]

▲
 1
 3
 5
 7

SG
RX0
MAN
SG

 2
 4
 6
 8

TX0
SG
P5
TX1

※プログラム時5と6をショート、
　P5はDC5Vが1KΩを介して出力
　フォトカプラーで内部5V系と
　絶縁されています。

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24　±10％

 9 RX1 10 FG

 A B  1 P5  2 P5
▲

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力 0
　　 1
　　 2
　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 0
　　 1
　　 2

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLD
(ME)
(RD)
JTAG
INX
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
X-CW
Y-CW
E
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG
(MOD)
(IOD)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
X-CCW
Y-CCW
SCK
RXS

(MOD)･JTAG ：保守用NC使用
INX ：拡張入力KL5C:P37
X-CW,X-CCW
Y-CW,Y-CCW ：パルス発生TTL出力
E ：LCD用Ｅ信号

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
SG☆

※CLK7.3725MHZ
※SGはコンピュータグラウンドです。TTLインターフェース以外
　は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“L”アクティブを示す
※SG☆は内部パタンショートの上使用

  ＬＣＤ 

  1  VCC 

  2  GND 

  3  Vo 

  4  RS 

  5  R/W 

  6  E 

  7  D0 

  8  D1 

  9  D2 

 10  D3 

 11  D4 

 12  D5 

 13  D6 

 14  D7 

  Ｊ５ 

 VCC  1,2 

  SG  3,4 

 

  A0   25 

  WR   10 

  E    37 

  D0   16 

  D1   17 

  D2   18 

  D3   19 

  D4   20 

  D5   21 

  D6   22 

  D7   23 

※１Ｋ～２Ｋコントラスト調整用 

1K～2K 
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MIF-816KF バスインターフ ェースボード

MIF-816 各部の名称と役割

添付品

　  PS-D4C50 JAE × １

　 電源コ ネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

　 コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × １

　 スぺーサ(MSPLS-7) × ４

実装コネ ク タ

　 J5 HIF3FC-16PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J4 HIF3BA-50PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J1:I/Oバス コネ ク タ MIO-816等へのバス信号コネ ク タ

J2:バス コネ ク タ MPC-816と接続し ます。

J3:電源コネ ク タ DC12V～DC24Vを供給し ます。

MPC-816のDC24Vと は絶縁さ れています。

J4:I/Oコネ ク タ 入力16点、 出力8点です。

（入力ポー ト 16～31／出力ポー ト 8～15）

J5: ８ 点出力ポー ト 簡易パルス発生ポー ト にな り ます。 LCDのイ ン ターフ ェース と し て も使用でき ま

す。

RA12,13:SIPソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗ア レ イ用です。

アンプ内蔵型2線式センサを使用する時、 2.7kΩ1/4W程度の抵抗を実装し て下さ

い。

RA14,15:SIPソ ケ ッ ト 5Vレベルで使用のためのフ ォ ト カプラ のシャ ン ト 抵抗実装ソ ケ ッ ト です。

SP1,SP2:シ ョ ー ト ピン J5をLCD I/Fと し て使用する場合のシ ョ ー ト ピンです。 SP1オープン、 SP2 （1-2）

シ ョ ー ト でパルスI/F(出荷時)。SP1シ ョ ー ト 、SP2 （2-3） シ ョ ー ト でLCD I/Fです。

8点出力ポート（パルス発生ポート）

パルス出力端子は、 8点がPG -1によ ってサポー ト さ れています。 そ

れぞれの役割は、ピンアサイ ン表の通 り です。［+5V］は100ΩでDC5V

（内部） にプルア ッ プ されています。 こ の抵抗はSIPソ ケ ッ ト に実装

さ れているので交換する こ と ができ ます。 1 ～ 15 までの ［+5V］ は

100Ω のカーボン抵抗によ ってプルア ップ されてお り 、 直接フ ォ ト

カプ ラ入力のモータ ド ラ イバに接続する こ と ができ ます。 フ ォ ト カ

プ ラ以外への出力、 ノ イ ズの多い箇所でのパルス出力の使用には、

内部回路検討の上、 御使用下さ い。 また、 パラ レル出力ポー ト と し

て使用する場合は OUT コマン ド で制御し ます。 こ の出力ポー ト は

フ ォ ト カプ ラ に よ り 外部 と 絶縁 さ れていないため ノ イ ズに弱いの

で使用には充分注意し て下さ い。

*ONOFF

OUT &H55,&H40

TIME 100

OUT &HAA,&H40

TIME 100

GOTO *ONOFF

前記の例ではXCW、 YCW、 UCW、 ZCWが最初にONと な り 、 次の1秒でXCCW、 YCCW、 UCCW、 ZCCWが点

灯し ます。

A
C
C
E
L
 
C
O
R
P
.

MIF-816KF
CEP-095B

J2

J5

J4

J3

SP1,2

RA12,13

RA15

RA14

J1

《接続例》

ＭＩＦ－８１６

１００Ω

２ ＸＣＷ

１ （＋５Ｖ）

ドライバ
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MIF-816 内部ブロッ ク図

MIF-816は、 MPC-816に接続される

J2 によ り給電及び I/O 結合されま

す。 BUS信号はバッファを介してJ1

及びMIFのI/O回路に結合されてい

ます。 J3に給電されるDC24VはI/O

制御に用いられるのみで、内部の5V

とはフォ ト カプラによ って絶縁さ

れています。 8点出力ポートは8bi t

ラ ッチから直接TR アレイに接続さ

れています。 J5のパルス出力は内部

の 5V に近いためノ イズに弱くひき

まわしには注意が必要です。

関連コマンド

・ 出力ポート制御 ON,OFF,OUT等

・ 入力ポート読み込み SW(),IN()等

・ パルス発生 PG,MOVE,RMOV,PLS_MIF等

MIF-816 ピンアサイン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

 A  B B'  1 +DC

 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※*印はSP3ショート
　SP4(2-3)ショートの場合
※B'はLCD I/Fとして使用した場合
　です。

 2
 3
 4

GND
FG

※+12≦DC≦24　±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

 A B  1 P5  2 P5
▲

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※CLK7.3725MHZ
※SGはコンピュータグラウンドです。TTLインターフェース
　以外は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“L”アクティブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ２

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

Ｊ
５

バッファ ＨＣ２４０ラッチ

J5:　パルス出力ポート

　　 （８ｂｉｔパラレル出力ポート）

J4:  Ｉ／Ｏ　　入力ポート１６～３１

　　　　　　　 出力ポート８～１５

＊　ピンアサインは諸元表参照
フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

バッファ
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MIF-816AD AD/DA付バスインターフェースボード

MIF-816AD 各部の名称と 役割

添付品

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

　 スぺーサ(MSPLS-7) × ４

実装コ ネ ク タ

　 J5 HIF3FC-16PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J4 HIF3BA-50PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J1:I/Oバス コネ ク タ MIO-816等へのバス信号コネ ク タ

J2:バス コネ ク タ MPC-816と接続し ます。

J3:電源コネ ク タ DC12V～DC24Vを供給し ます。

MPC-816のDC24Vと は絶縁さ れています。

J4:I/Oコネ ク タ 入力12点、 出力8点です。 （入力ポー ト 16～27／出力ポー ト 8～15）

J5:8点出力ポー ト 簡易パルス発生ポー ト にな り ます。 LCDのイ ン ターフ ェース と し て も使用でき ま

す。

RA12,13:SIPソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗ア レ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、 2.7kΩ1/4W程度の抵抗を実装し て下さ

い。

SP1,SP2:シ ョ ー ト ピン A/D,D/A電源の切換えです。出荷時内部電源モー ド と し てシ ョ ー ト し てあ り ます。

SP3,SP4:シ ョ ー ト ピン J5をLCD I/F と し て使用する場合のシ ョ ー ト ピンです。 SP3オープン、 SP4(1-2)

シ ョ ー ト でパルスI/F （出荷時）。SP3シ ョ ー ト 、SP4（2-3） シ ョ ー ト でLCD I/Fです。

概 　 説

MIF-816ADはA/D入力 とD/A出力を持つ拡張イ ン ターフ ェースボー ド です。A/D,D/Aが必要な場合に従来の

MIFに置き換えて使用する事が出来ます。 （※汎用入力が4点少ない事に注意し て下さ い。）

特　徴

A/D 4CH （その内1CHはD/A 　 出力モニター用） 

出荷時搭載ADC:AD7890AN-4(0～4.095V)　 　 × １

（最大定格±17V(アナログ電圧入力～AGND間)）

D/A 1CH （ボード内でA/Dの3CHに接続されています）

出荷時搭載DAC:DAC8512 　 × １

分解能 A/D,D/A と も12bit （0～4.095V） 

サンプ リ ングレー ト 2m秒 （typ）

汎用入出力 入力12点、 出力8点 （AD,D/Aポー ト は汎用入出力 と し ては使え ません）

その他の機能 パルス出力4軸 （XYZU） 又はLCDイ ン ターフ ェース （排他使用）

消費電力 200mA

使用で き る MPC 環境

システム REV3.52以降

ボー ド MPC-816KのCEP-055C以降、 MPC-816KF全部

SP1

SP2

J2　SP3 SP4

J4

J5

J3

RA12,13

J1
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MPC のコ マ ン ド サポー ト

MIF-816AD ピ ン アサイ ン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

自己電源モード

MIF-816ADのSP1,SP2をシ ョ ー ト し ます。 こ れによ り A/D,D/A機能は内部電源によ り有効と な り ますが、 制

御系と アース を分離する事が出来ません。

外部電源モード

SP1,SP2をオープンの上、 J4の+A5V(A25)に+5V、 J4のAGND(B13～16)の何れかにGND側を接続し ます。 こ の

場合、 計測と制御が別電源と な る為精度を確保し易 く な り ます。

4CH ADモード

工場出荷時には、 3CH A/D入力、 1CH D/A出力になっています。 4CH A/Dモード にするには、 DAC8512を

取外し て下さ い。

AD 種別：関数 DA 種別：コマンド

書式 AD(n)   0≦n≦3  nは入力in番号
解説 A/D コンバータより計測データを取り出しま

す。0～2がJ4の28,29,30に対応します。返され
る数値は、0～4095で1mV単位です。

       例)
100 V=AD(0)

110 PRINT V

書式 DA n   0≦n≦4095
解説 D/A コンバータからの出力を変更します。J4-

31に出力されます。出力も1mV単位で、4.095V
まで出力出来ます。出力電圧は、AD(3)でモニ
タする事が出来ます。

       例)
DA 1000      ･･･1V出力します

 A  B B'  1 +DC

 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※*印はSP3ショート
　SP4(2-3)ショートの　場合
※B'はLCD I/Fとして使用した場合
　です。

 2
 3
 4

GND
FG

※+12≦DC≦24　 ±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

 A B  1 P5  2 P5
▲

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力   16
　　   17
　   　18
　   　19
　   　20
　   　21
　   　22
　　   23
　　   24
　　   25
　　   26
　　   27
A/D入力 0
　　    1
　    　2
D/A出力 3
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
AGND
AGND
AGND
AGND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
SKC
RXS

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC
+A5V

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※SGはコンピュータグラウンドです。TTLインターフェース
　以外は使用しないで下さい。
※()付信号は、"L"アクティブを示す
※SCK,TXS,RXSはA/D用シリアル信号ラインです。
　MPC-816K(CEP-055C)より実装されています。
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AD と DA の関係

用意さ れているAD入力は4CHです。本来AD/IC自体には8CHの入力が付属し ていますが、通信プロ ト コル と

ハー ド上の制約のためにADは4CH入力になっています。又、ADの最後のチャ ンネルはDAの出力が接続され

てお り 、 出荷時にループバッ クテス ト を し ています。 こ のため、 AD4CHフルに必要な場合は、 DAコ ンバー

タ を と り 外し て下さ い。DA機能を利用する場合はそのま ま使用し、ADによ ってアナログ出力を監視し ます。

結合例

結合例１ 　（内部電源モード）

使用環境が ノ イ ズ的に落ち着いていて さほどの精度を要求し ない場合には、 簡単にAD/DAを内部電源モー

ド で駆動し ます。 こ の場合CPUのデジタルグ ラ ン ド と アナログのグ ラ ン ド が同一にな り ますので、接続され

た周辺がサーボ、 ソ レ ノ イ ド等の ノ イ ズ機器であ る場合にはアナログ値が不安定になった り 、CPUが正常に

動作し な く なる こ と があ り ます。しか し、DC24V単一で簡単に計測制御システムを構成で き るので小規模な

応用には最適です。

設定SP1,SP2シ ョ ー ト

結合例２ 　(外部電源モード)

比較的大き な規模の制御で、アナログ入出力を必要とする場合にはAD/DAを外部電源モー ド で使用し ます。

こ の と きAD/DAはCPUからは電気的に絶縁されます。

アナログ精度が確保され，CPUも外部アースか ら遮断さ れるために信頼性が向上し ます。AD/DAはコネ ク タ

に用意されたAVCC とAGNDに対し てDC5Vを給電し ます。

設定SP1,SP2オープン

ADIN0　J4-A13
ADIN1　J4-A14
ADIN2　J4-A15
ADIN3　J4-A16

AGND　J4-B13,14,15,16

+A5V　J4-A25
DAC8512

AD7890AN-4

J5

J4

J3

ADIN0～3

AGND

ADIN3に ｱﾅﾛｸﾞ 入力を与える時は

U5の DAC8521 を取り外す

ｱﾅﾛｸﾞｾﾝｻ等

ｱﾅﾛｸﾞ 入力機器

DC24V　I/O 制御用

ADIN3

C
E
P
-0
71A
 M
IF
-

81
6A
D

   A
C
C
E
L
  C
O
R
P

SP2

SP1

J5

J4

ADIN0～3

AGND

ｱﾅﾛｸﾞｾﾝｻ 等

ｱﾅﾛｸﾞ 入力機器

DC24V　I/O 制御用

ADIN3

DC12～24
GND

DC/DC

C
E
P
-07
1A
 M
IF
-

816A
D

   A
C
C
E
L
  C
O
R
P

J3

SP2

SP1 +A5V

AGND

+5V

   0
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Ｌ Ｃ Ｄ と の併用

MIF-816ADはLCD イ ン ターフ ェース と し て も使用する こ と ができ ます。 こ れによ り計測データ をそのま ま

表示する こ と ができ ます。液晶表示についてはコマン ドLOC,PRD,PRSが用意さ れています。以下のサンプル

プログ ラムを参照 ください。

設定SP3シ ョ ー ト ,SP4(2-3)シ ョ ー ト

DA,ADと表示を組み合わせたプログラム

 LOC 0,1

 A=0
*LOOP

 DA A
 B=AD(3)

 GOSUB *DISP
 TIME 1
 A=A+4

 GOTO *LOOP
*DISP

 LOC 1,1,12
 'OUT VOL=

 PRS 8
 LOC 1,9

 PRD 5,B
 RETURN

別売オプ シ ョ ン

AD7890AN-10(±10V A/Dコ ンバータ）

出荷時搭載のAD7890AN-4と交換し て使用し ます。 AD7890-10を使用する場合は次のサブルーチンを付加し

て負の電圧に対応し て下さ い。 分解能 （数値1に対応する電圧） は0.004883(10V/2048(10V/2048)です。

 *AD7890-10
  IF A0<2047 THEN *RET

   A0=A0-4096
*RET

 RETURNMIO-816K

J5

J4

J3

ADIN0

AGND

LCD

ｱﾅﾛｸﾞｾﾝｻ等

C
E
P
-0
71A
 M
IF
-

81
6
A
D

   A
C
C
E
L
  C
O
R
P

SP4
SP3

    SC1602

DB4 11

DB5 12

DB6 13

DB7 14

  E  6

 RS  4

VDD  1

VSS  2

 VO  3

 RW  5

      J5

J5-A1 DB4

J5-A2 DB5

J5-A3 DB6

J5-A4 DB7

J5-A5  E

J5-A6  RS

J5-A8 VCC

J5-B8 GND 機種によって相違があります

*SUNLIKE SC1602 の場合の結線例
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MIO-816K 拡張I/Oボード

MIO-816 各部の名称 と役割

添付品

　 PS-D4C50 JAE × １

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

実装コネ ク タ

　 J4 HIF3BA-50PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J1:I/Oバス コネ ク タ バスボー ド によ り MIFと結合し ます。

J3:電源コネ ク タ DC12V～DC24Vを供給し ます。

J4:I/Oコネ ク タ 入力16点、 出力8点

RA12,13:SIPソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗ア レ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、2.7kΩ 1/4W程度の抵抗を実装し て下さ

い。

DIPスイッチ設定表

*MIOを#6～#11で使用する場合はコマン ド” MIO” によ って

モー ド切 り 換えを し ます。

コマン ド リ フ ァ レ ン ス 　 MIO参照

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MIO-816#1

 MIO-816#2

 MIO-816#3

 MIO-816#4

 MIO-816#5

*MIO-816#6

*MIO-816#7

*MIO-816#8

*MIO-816#9

*MIO-816#10

*MIO-816#11

 32～47

 48～63

 64～79

 80～95

 96～111

112～127

128～143

144～159

160～175

176～191

192～207

16～23

24～31

32～39

40～47

48～55

56～63

64～71

72～79

80～87

88～95

96～105

01010000

01001000

01000100

01000010

01000001

10100000

10010000

10001000

10000100

10000010

10000001

CEP-057 MIO-816K
   ACCEL CORP

J1
J4

J3

DSW

RA12,13

ON
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MIO-816 内部ブ ロ ッ ク図

MIO-816はJ1に よ り 、 MIF とバス結合されDC5V もJ1から給電されています。 J3に給電さ れるDC24VはI/O制

御に用い られるのみです。

関連コマンド

・ 出力ポー ト 制御 ON,OFF,OUT等

・ 入力ポー ト 読み込み SW(),IN()等

・ #6～#11の使用 MIO

MIO-816 ピ ン アサイ ン表

   J3

J4 J1　[バスアサイン]

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24　±10％

 A B  1 P5  2 P5
▲

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力16
　　17
　　18

※表はDIP～SWの判定が
　#1の場合です。その他
　の場合は以下のように
　オフセット値を加えて
　下さい。
  入力ポート＝32+(n-1)*6
  出力ポート＝16+(n-1)*8
  nはボード番号です。

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

INT0
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
SG

※SGはコンピュータグラウンドです。
　TTLインターフェース以外は使用し
　ないで下さい。
※()付信号は、"L"アクティブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ Ｔ

Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

J4:　Ｉ／Ｏ　入力ポート３２～４７（＃１の場合）

　　　　　　 出力ポート１６～２３（＃１の場合）

＊　ピンアサインは諸元表参照
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MPC-816/MIF-816/MIO-816の入出力について

入力回路について

入力回路は前記の様に電源 よ り 給電 さ れて

お り 、 シ ョ ー ト するだけでON/OFFを検出す

る よ うになっています。 入力ポー ト には+DC

電圧が印可さ れる こ と に注意し て下さ い。 セ

ンサーやリ レーの接続は次の様にな り ます。

2線式のアンプ内臓回路ではプルア ップ抵抗をボー ド に実装するか、 下記のよ うに外部にプルア ッ プ抵抗を

取 り 付けます。

TLP521

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816

MIF-816

MIO-816

入出力コネクタ

電源コネクタ

6.8K

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

三線式トランジスタ

出力センサの場合
TLP521

6.8K

MPC-816

MIF-816

MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

リレーやスィツチは

そのまま接続します
TLP521

6.8K

MPC-816

MIF-816

MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816

MIF-816

MIO-816

電源

二線式センサでは

プルアップ抵抗必要
TLP521

6.8K
ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟR
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出力回路について

MPC,MIF,MIOの出力回路は、 オープン コ レ ク タ の ト ラ ンジス タ を使用し ています。 こ のため、 1点あた り

200mAの制御が可能ですが全ポー ト ON とする と 、 1.6Aのシン ク電流がJ3のGNDに向かって流れるので注意

し て下さい。

出力回路は、前記の様にオープン コ レ ク タ出力 と なっています。 リ レーやソ レ ノ イ ド の駆動は次の様にな り

ます。

出力 ト ラ ンジス タ駆動能力は1点あた り 200mAです。 外部の電源で駆動する場合は、 次の様にな り ます。

＊但し、MIO-816の出力 ト ラ ンジス タ(TD62064)にはコ レ ク タ と+DC間に寄生ダイ オー ド があ り 、外部電源の

電圧をMPCの電源電圧よ り高 く する こ とはでき ません。

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 

MIF-816 

MIO-816 

入出力コネクタ 

電源コネクタ 

出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

[基本回路] 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 

MIF-816 

MIO-816 

電源 

電磁弁はダイオード 

付きを使用します 

赤 

黒 

出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 

MIF-816 

MIO-816 

電源 

赤 

黒 

別電源 出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 
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電源について

MPCの各ボー ド には4Pinの電源コネ ク タが付属し ています。 MPC-816の電源は

内部で5Vに変換されて各ボード の制御用 と な り ますが、他の電源はI/O制御のみ

です。 FGは各ボード のスペーサ用ラ ン ドPCB絶縁パタ ン また、 MPC-816のRS-

232C コネ ク タ のFGに接続さ れます。 こ のため、 MPC-816のJ3-FGは必ず電源

BOXや装置のFGにアース し て下さ い。

MIF-816 及び MIO-816 の I/O ポー ト 番号について

MIF-816はX版から シ ョ ー ト ピンが廃さ れア ド レ ス変更が出来な く なっています。入力ポー ト は16～31、出力

ポー ト は8～15までで固定使用です。 他は旧MIF-816Z と完全互換と なっています。 MIO-816は、 X版から

シ ョ ー ト ピンに よ る ア ド レ ス変更がDIP-SWに変更さ れ設定でき る ア ド レ スが追加されま し た。 従来(MIO-

816E)では、 5枚迄の使用し か出来ませんでし たが、 現行のMIO-816では11枚まで構成する事が出来ます。

　 　 　 MIO-816を使用し た場合のア ド レ ス表

*MIO-816　 #6～#11までは拡張領域です。 サポー ト ソ フ ト

は、 Pモー ド のRev-3.21よ り です。 （92年11月以降出荷） それ以前の版ではサポー ト されていません。又、 #6

～#11での112～207までの入力ポー ト はMIO-248と同一の配置 と なるのでコマン ド によ り選択し ます。 コマ

ン ドはMIOです。

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MPC-816

 MIF-816

 MIO-816#1

 MIO-816#2

 MIO-816#3

 MIO-816#4

 MIO-816#5

*MIO-816#6

*MIO-816#7

*MIO-816#8

*MIO-816#9

*MIO-816#10

*MIO-816#11

  0～15

 16～31

 32～47

 48～63

 64～79

 80～95

 96～111

112～127

128～143

144～159

160～175

176～191

192～207

 0～7

 8～15

16～23

24～31

32～39

40～47

48～55

56～63

64～71

72～79

80～87

88～95

96～105

　なし

　なし

01010000

01001000

01000100

01000010

01000001

10100000

10010000

10001000

10000100

10000010

10000001

DC12V～24V

1  +DC

2  N C

3  GND

4  F G

ON
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MIO-248K 拡張I/Oボード

MIO-248 各部の名称 と役割

添付品

　 PS-D4C26 JAE × １

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

実装コネ ク タ

　 J2 HIF3BA-26PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J4 HIF3BA-16PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J1:バス コネ ク タ MIF-816のバス コネ ク タ と バス結合さ れます。

J2:出力コネ ク タ 出力専用のコネ ク タです。

J3:電源コネ ク タ I/O制御用コ ネ ク タです。

内部の電源 とは絶縁されています。

J4:入力コネ ク タ 入力専用のコネ ク タです。

DIP1: DIPｽｲｯﾁ MIO-248ではDIP-SWの1～6の何れかをONに設定し ます。それぞれのI/O配置はJ2,J4ピ

ンアサイ ン表の通 り です。

RA8: SIPｿｹｯﾄ 入力ポー ト を二線式センサに対応させる ための抵抗アレ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、2.7 ｋΩ 1/4W程度の抵抗を実装し て下さ い。

概 　 説

MIO-248は、 入出力を兼ね備えたフ ォ ト カプラ使用の絶縁型I/Oボード で主に出力ポー ト の追加に使用し ま

す。 出力ポー ト は24点でTLP-627 （DC300V,150mA最大定格） を使用し ています。 J2に接続されているのは、

こ のフ ォ ト カプ ラのコ レ ク タ側で、エ ミ ッ タ側は共通グ ラ ン ド と なっています。通常のオープン コ レ ク タ出

力 と し て使用し て ください。

入力側は、 8点用意されています。 入力ポー ト の番号は出力ポー ト の1～8と同じ番号で読み出すこ と ができ

ます。

M
IO

-248K
 C

E
P

-058B

   A
C

C
E

L
 C

O
R

P.

J1

J2

J3

DIP1

RA8
J4

TLP627

6.8K

GND

+DC 電源コネクタ

J2

J4

J3

入力ポート

出力ポート

MIO-248K

TLP521

SIPｿｹｯﾄ

RA7
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MIO-248 ピ ン アサイ ン表

J2,J4 J3

J2-25 J4-15,16 +DC J2 HIF3BA-26PA-2.54DS

J2-26 J4-13,14 GND J4 HIF3BA-16PA-2.54DS

OFFSET=(DIPSW#-1)×24  !OFFSET=(DIPSW#-1)×3  （出荷デフ ォル ト では、 DIPSWは1がON と なっている

ので、 ON/OFFでは112-135， SWでは112-119が割 り当て られます。 IN,OUT関数では、 14番目からです。）

・I/O制御用電源コネ ク タ の電源容量はピンあた り 1.5Aです。従って、MIO-248のポー ト をすべて出力で使用

する場合には1ポー ト あた り 80mAを越えない よ うに使用し ます。

・MIO-248がサポー ト されているのはモニタバージ ョ ンm401の表示のあ るMPCか らです。m401ではMIO-248

は自動判別されますので、 お手持ちのMIO-240を従来どお り の方法で使用する こ と もでき ます。

・MIO-248は240と完全互換ではあ り ません。8255の廃品に と も な う 、相当品です。8255自体の機能を使用し

ていた場合は、 対応でき ません。

出力ピン 入力ピン ON/OFF,SW() OUT,IN() J3-01 +DC

J2-01 J4-01 112+OFFSET 14+!OFFSET J3-02 NC

J2-02 J4-02 113+OFFSET 14+!OFFSET J3-03 GND

J2-03 J4-03 114+OFFSET 14+!OFFSET J3-04 NC

J2-04 J4-04 115+OFFSET 14+!OFFSET

J2-05 J4-05 116+OFFSET 14+!OFFSET

J2-06 J4-06 117+OFFSET 14+!OFFSET

J2-07 J4-07 118+OFFSET 14+!OFFSET

J2-08 J4-08 119+OFFSET 14+!OFFSET

J2-09 120+OFFSET 15+!OFFSET

J2-10 121+OFFSET 15+!OFFSET

J2-11 122+OFFSET 15+!OFFSET

J2-12 123+OFFSET 15+!OFFSET

J2-13 124+OFFSET 15+!OFFSET

J2-14 125+OFFSET 15+!OFFSET

J2-15 126+OFFSET 15+!OFFSET

J2-16 127+OFFSET 15+!OFFSET

J2-17 128+OFFSET 16+!OFFSET

J2-18 129+OFFSET 16+!OFFSET

J2-19 130+OFFSET 16+!OFFSET

J2-20 131+OFFSET 16+!OFFSET

J2-21 132+OFFSET 16+!OFFSET

J2-22 133+OFFSET 16+!OFFSET

J2-23 134+OFFSET 16+!OFFSET

J2-24 135+OFFSET 16+!OFFSET

    J2 のピン配置

 1   2

 3   4

 5   6

 7   8

 9  10

11  12

13  14

15  16

17  18

19  20

21  22

23  24

25  26

▼

ｷｰ

    J4 のピン配置

 1   2

 3   4

 5   6

 7   8

 9  10

11  12

13  14

15  16

▼

ｷｰ
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MPG-303F PGボード

MPG-303 各部の名称 と 役割

添付品

　 コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × ２

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

実装コネ ク タ

　 J4,2 HIF3BA-16PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

LED2(緑): パワーオン時点灯し、 動作中消灯し ます。

LED1(赤): 動作中、 も し く はエラー停止し た場合に点灯し ます。

LED3-10(緑): パルス発生表示です。 J4 コネ ク タ側か ら XCW,XCCW,YCW,YCCW,UCW,UCCW,ZCW,ZCCW

と配置されてお り 、 点灯中はパルス信号が出力さ れています。

J2: 原点入力。8点の入力ポー ト で原点センサ用です。こ のポー ト を使用するにはJ3への給電が必

要です。

J3: 原点入力パルス出力用電源

J4: パルス出力。 フ ォ ト カプ ラ を介し て内部回路 と絶縁さ れています。

J5: バス コネ ク タ実装パターン。こ こ にピンヘッダを実装し たタ イプ(MPG-303F-C)は直接MPC-

816に組み合わせる こ と ができ ます。

RA10: パルス出力［+5］側のシャ ン ト 抵抗です。必要に応じて変更し て くださ い。工場出荷時に100Ω

が挿入されています。

RA1: センサ入力用のシャ ン ト 抵抗です。 必要に応じて変更し て くださ い。工場出荷時には6.8kΩ

が挿入されています。

RA7 ： 入力ポー ト を2線式センサに対応させる ための抵抗ア レ イ用SIPソ ケ ッ ト です。 アンプ内蔵型

2線式センサを使用する時、 2.7kΩ 1/4W程度の抵抗を実装し て くださ い。

BAT: MPGの加減速データ等をバ ッ ク ア ッ プする リチウム電池です。 CR2032(maxell)相当品。

DSW1: PG番号(1～3)を設定し ます。 出荷時は １ (PG 1)。

F1: こ こ に ヒ ューズを実装する と 電源コネ ク タ(J3)の2番ピ ンにI/F用DC5Vを供給し ます。 ド ラ イ

バの入力 Ｉ /ＦがTTL,C-MOSレベルでDC5Vを必要 とする場合に使用でき ます。 出荷時は未

実装です。

F2: こ こ に ヒ ューズを実装する と原点入力コネ ク タ (J2)の9,10番ピンに Ｉ /Ｆ用DC5Vを供給し ま

す。 13,14番ピンのGND と組み合わせてDC5V駆動のモータ ド ラ イバへ最大100mA程度の電源

を供給する こ と ができ ます。

概 　 説

MPG-303は、 独立CPUを備えたパルス発生専用ボード です。 ステップモータ対応のMODE5と サーボ対応の

MODE6があ り 、 3枚までMPG-303を制御する こ と ができ ます。

M
P

G

-
3

0
3

F

C
E

P

-
0

9
6

C

A
C
C
E
L
 
C
O
R
P
.

J5
LED1

LED2

LED3

LED10
～

J4

J2

J3

F1

F2

RA1,7

RA10

DSW1
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外部と の接続

パルス出力ポート
パルス出力ポー ト は次の通 り です。

J4

最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表
MPGのパルス幅はソ フ ト 出力のための各モード に よ って次の様に相違があ り ます。

パルスはオン時間が一定でパルス間隔が変化し ます。デューティ比は最大パルス レー ト 発生時の場合です。

次の表はACCEL設定値と パルス レー ト の関係です。

注)SHRDは4に設定さ れている もの とする

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XCW
XCCW
YCW
YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

このパルス出力ポートは、パルス列フォ
トカプラ入力タイプのドライバを想定し
ています。論理素子入力タイプのドライ
バへの接続では、必ずフォトカプラを介
して下さい。

モード パルス幅 デューティ比 最大パルスレート

5
6

20μsec
4.2μsec

50%以下 1)
50%以下

29.0kpps
56.3kpps

 1)但し、 ACCEL 25000以下の場合

ACCEL
n

MOVE 5 MOVE 6   MOVE 6では2kpps以下のパルス出力は出来ません。 (高速タ イ プ)

  前記のパルス レー ト の測定は、RMOV 30000,20000によ って、JOG

　 は JOG L,Iによ って実施し ま し た。 Lの値は

      L＝A/10 （も しLが2040を越えた らLを2040と し ます）

  又、 原点復帰のSHOMの3番目の引数Sと

  ス ピー ドは次表の通 り です。

  

単位:pps

MOVE JOG MOVE JOG

50000
45000
40000
35000
30000
25000
20000
15000
10000
 8000
 4000
 2000

--
--
--
--
29.0
26.5
21.1
15.7
10.4
 8.2
 4.1
 2.0

--
--
--
--
13.7
12.0
 8.9
 6.2
 3.9
 3.0
 1.4
 0.7

56.3
51.6
44.2
38.6
32.5
26.8
21.3
15.8
10.3
 8.2
 4.1
 2.3

14.6
13.7
12.0
10.8
 9.3
 7.9
 6.4
 4.9
 3.3
 2.6
 1.3
 0.8

パルス幅 20μsec 4μsec

MOVE 5,6

AXIS XY/ZU

S=0
S=100
S=200
S=400
S=800
S=1000

4.3K
353
184
 94
 47
 38

 

 

RA10 

X～Z 

(+5) 

ＲＡ１０は１００Ωの抵抗アレイが標準実装されてい

ます。調整の必要がある場合は、ＳＩＰソケットより

抵抗アレイを外して交換します。 

内部

電源 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

表示用 

(J3-3 GND) 

 

外部回路 

ＭＰＧ内部 

フォトカプラ ＴＬＰ－５５２，５５０等 

＊この間を引き延ばさないこと 

＊引き延ばす場合はＰＩＦ－４２２を用いて下さい。 
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原点復帰

原点センサの接続

J2

原点センサの入力は各軸に対し て2点で4軸分、 計8点あ り ます。 センサの入力は前記回路図のよ うに+DCか

ら抵抗ア レ イ を介し て給電さ れています。こ の時の抵抗アレ イは出荷状態で6.8kΩ と なってお り 、+DCは12V

～24Vを想定し ています。 5Vで使用の場合は抵抗アレ イ を2kΩ程度に変更し て下さ い。 抵抗アレ イはSIPソ

ケ ッ ト に実装されているために交換は容易です。尚、原点復帰コマン ドHOMEは こ のJ2の1～8を入力ポー ト

とみなし ます。 例えばXS1,YS1がONで停止の場合はHOME 5です。

ソ フ ト サポー ト

マルチタスクとMPG
TASK0 通常のプログ ラ ミ ングモー ド ではTASK 0のみが動作し ています。 TASK 0ではPG

コマン ド に よ り 3つのMPGのいずれかを選択でき ます。

PG 1 DSW1で#1に設定されてい るMPG

PG 2 DSW1で#2に設定されてい るMPG

PG 3 DSW1で#3に設定されてい るMPG

TASK1,2,3 #1のMPGをア ク セス し ます。

TASK4,5,6,7 #2のMPGをア ク セス し ます。

TASK8,9,10,11 #3のMPGをア ク セス し ます。

又、ティーチングモー ド （TEACH or T） では3つのMPGを選択し てティーチングする こ と ができ ます。 切 り

換えは<TAB>キーです。選択されたPG番号の表示は行の頭に表示さ れます。尚、MPG-303を最初に使用する

時は次の手順に心がけて下さ い。

10 PG 1 ボード選択
20 OVRUN 0 オーバラン設定
30 MODE 5 モード設定
40 ACCEL 30000 加減速設定

こ こ では、PGの選択、オーバ ラ ンの ク リア、モー ド の選択、ア ク セル設定と順を追っています。例えばOVRUN

が異なる値で設定されてい る と、パルス発生コマン ド を実行し な く な り ますし、MODE切 り 換えをPG選択前

に実施し て も無意味にな り ます。

オーバーラン
MPGにはオーバーラ ン入力はあ り ません。オーバーラ ンのサポー ト は、MIF-816の入力ポー ト 24～31の ８ bit

で使用する こ と ができ ます。オーバーラ ンを有効とするには、OVRUNコマン ド を実行する必要があ り ます。

OVRUN &H0101 IN24がOFFで非常停止
OVRUN &H0002 IN25がONで非常停止
OVRUN &HFF03 IN24,IN25どちらかがOFFとなれば非常停止

ONRUN  &H■■□□ 　 　 　■■□□はそれぞれ1byteのヘキサ表現

 ■■ 　論理指定  □□　 マス ク指定

入力ポー ト 24～31の読み取りデータ をIN(3)と すればOVRUNの有効は次の演算で決ま り ます。

j=(IN(3) XOR ■■） AND □□　

Jの値が0であれば停止し ません。Jの値が0でなければ非常停止と な り 、動作中で もパルス発生は停止し ます。

尚、 OVRUN はイ ン タプ リ タの実行を止めてし ま う致命的エラーと し て扱われています。 ソ フ ト によ るエ

ラー処理を必要 とする場合はOVRUNを使用し ないで下さ い。

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

XS1
YS1
US1
ZS1
(+5V)

GND
+DC

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XS2
YS2
US2
ZS2
(+5V)

GND
+DC

       電源
             J3 

※+12V≦DC≦+24V ±10%

※9,10番ピン+5VはF2実装時のみ

＋ＤＣ 

ＧＮＤ 

抵抗アレイ ＲＡ１ 

６．８ｋ 

Ｓ１，Ｓ２（ＸＳ～ＺＳ）

注）ＧＮＤはＪ３－３ 

  ＋ＤＣはＪ３－１に同じ 

1
2
3
4

+DC
F1実装時:内部DC5V
GND
FG
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MPG-301 1軸パルス発生エンコーダカウントボード

MPG-301 各部の名称 と 役割

添付品

　 コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × ２

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

実装コネ ク タ

　 J4,2 HIF3BA-16PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J4: パルス出力、 Z相入力、 エン コーダー入力です。

J2: 原点入力、 サーボ制御出力などのI/Oです。

J3: I/Oイ ン ターフ ェース電源 （標準12～24V）

J5: バス コネ ク タ。 MPC と直結する場合は40ピン コネ ク タ を実装し て下さ い。

RA8: センサー入力用のシ ャ ン ト 抵抗です。必要に応じて変更し て くださ い。工場出荷時に

は6.8kΩが挿入さ れています。

RA3: アンプ内蔵式2線式センサー対応用のSIPソ ケ ッ ト です。 使用する場合は2.7kΩ 1/2W

程度の抵抗ア レ イ を挿入し て下さい。

SP1,SP2: MPG-301ア ド レ ス設定です。

#1の場合SP1シ ョ ー ト 　 SP2シ ョ ー ト

#2の場合SP1シ ョ ー ト 　 SP2オープン

#3の場合SP1オープン 　 SP2シ ョ ー ト

#4の場合SP1オープン 　 SP2オープン

LED11,LED12: 電源モニターLED11 　 内部5VLED12 　 I/Oイ ン ターフ ェース

LED1,LED2: パルス出力モニターLED1 　 CWLED2 　 CCW

LED3～LED10: 入力モニター

LED3 　 ORGI LED4　 ALM LED5　 +SLD LED6   -SLD

LED7 　 INP LED8　 MARK LED9　 +EL LED10   -EL

概 　 説

MPG-301は多機能1軸PGボード です。 キ ョ ーパル製 高速度S字加減速パルスジェネレータLSI 「X3202」 を搭

載し、 最高1Mppsのパルス発生、 S字加減速、連続パルス発生、途中パルス レー ト 変更、 リ アルタ イムカウン

ト機能など特殊なパルス発生を必要 とする機器の制御に対応し ます。

特　徴
パルス発生 1軸差動出力 　 最大1Mpps～最小0.1pps

Z相入力 1チャ ンネル

エン コーダー入力 1チャ ンネル2ク ロ ッ ク， 90°位相差2相ク ロ ッ ク 　 1,2,4逓倍

制御入力 原点センサー、 ド ラ イバーア ラーム等 　 8点

制御出力 サーボオン、 サーボ ド ラ イバー偏差カウン タ ク リ ア等 　 4点

MPCサポー ト枚数 4枚 （4軸）

消費電流 150mA （DC5V）

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J4

J3

RA8

J2

J5

LED3～10

SP2

SP1

RA3
X
3
2
0
2

LED11,12

LED1,2
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MPG-301 ピ ン アサイ ン表

J4 J2 J3

X3202 について （X3202 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ 「は じ めに」 から）

X3202 はパルス列入力型サーボモーター及びステッ プモーターの速度制御 と位置決め制御を目的とするパ

ルス発生LSIです。 内部構造は、 S字または直線加減速パルス発生器、台形または三角駆動の自動減速点算出

器、現在位置カウン タや偏差カウン タ と し て使用でき るマルチカウン タ とエン コーダ入力の2相ク ロ ッ ク コ

ンバータ、原点復帰センサーイ ン ターフ ェース、 リ ミ ッ ト センサーイ ン ターフ ェース、サーボ ド ラ イバーイ

ン ターフ ェース、 8ビッ ト汎用入力と8ビッ ト汎用出力を備えています。 （MPG-301では汎用入出力は使用で

き ません）

MPC のコ マ ン ド サポー ト

MPG-301の駆動には専用のコマン ド と関数を用います。

基本的な駆動手順

1. 加速レー ト 、 パルス レー ト 、 出力パルス数などの必要なデータ を 「ST_REG」 でX3202のレジス タ に設定

し ます。

2. 「CMND」 でX3202のコマン ド を実行し ます。

3. 駆動中にレジス タの内容を変更し てパルス レー ト を変化させた り 、 センサーやコマン ド に よ る停止が可

能です。 内部パルスカウン トやエン コーダーカウン ト を知るには 「REG」 でカウン タAレジス タ を読込み

ます。

4. 実行後、 「REG」 で動作状態ステータ ス レジス タ を読込み、 動作完了を待ちます。

 1
 3
 5
 7

CW(+)
CCW(+)
EZ(+)
CLRA(+)

 2
 4
 6
 8

CW(-)
CCW(-)
EZ(-)
CLRA(-)

 1
 3
 5
 7

ORGI
+SLD
INP
+EL

 2
 4
 6
 8

ALM
-SLD
MARK
-EL

1
2
3
4

+DC
NC
GND
FG

 9
11
13
15

EA1(+)
EA2(+)
EB1(+)
EB2(+)

10
12
14
16

EA1(-)
EA2(-)
EB1(-)
EB2(-)

 9
11
13
15

SON
ERROR
GND
+DC

10
12
14
16

CLR
MOVE
GND
+DC

ST_REG 種別 ： コマン ド REG,REG3 種別 ：関数 CMND 種別 ： コマン ド

書式 ST_REG reg data

 reg: MPGア ド レ ス と X3202

のレ ジス タ ・ カ ウ ン タ

セレ ク ト コード

 data: 設定データ

解説 X3202のレジス タ設定を行い

ます。

書式 REG(reg), REG3(reg)

 reg: MPG ア ド レ ス と X3202 の

レ ジス タ ・カ ウ ン タセレ ク

ト コード または-1～-4

解説 X3202のレジス タ を読込みます。

-1 ～ -4 の時は動作状態ステータ

ス レ ジ ス タ を 読 込 み ま す。 -

1:MPG#1～-4:MPG#4。 REG3は ３

バイ ト 符号拡張読込みで、カ ウ ン

ター値入力に使用し ます。

書式 CMND code

 code: MPGア ド レ ス とX32

02の命令コード

解説 X3202の命令を実行し ます。

regと codeは16進2バイ ト 表記で指定し ます。 上位バイ ト はＭＰ Ｇ－ ３ ０ １ のア ド レ ス(SP1,SP2で設定）、 下位バイ

ト はレジス タ/カウ ン タセレ ク ト コードおよび命令コード です。 MPGア ド レ ス を省略する と MPG#1に対して有効

にな り ます。

     &Haaxx  aa:MPGア ド レ ス &H01～&H04  xx:セレ ク ト コード

          例)   ST_REG &H0201 1000  ←MPG#2のレジス タ01に1000を代入

SN75158

TLP2630

TLP521

+DC RA8

TLP627

GND

ﾊﾟﾙｽ出力

EZ,CLRA

EA,EB入力

入力(1～8)

出力(9～12)

+

-TLP2630

+

-
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プログラム例

イ ンデッ ク ス駆動 直線加減速

ST_REG &H0100,250 周波数倍率
ST_REG &H0101,1000 出力ﾊﾟﾙｽ数
ST_REG &H0103,100 起動周波数
ST_REG &H0104,2000 最高周波数
ST_REG &H0105,100 加速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
CMND &H01A0 動作完了ﾌﾗｸﾞﾘｾｯﾄ
CMND &H0100 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動(+)実行
WAIT REG(-1)=&H20 動作完了待ち

イ ンデッ ク ス駆動 S字加減速

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0101,10000
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,2000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0107,2000 S字加減速区間
ST_REG &H0160,&H10 動作ﾓｰﾄﾞ=S字加減速ﾓｰﾄﾞ
CMND &H01A0
CMND &H0100
WAIT REG(-1)=&H20

連続駆動 途中パルス レー ト 変更

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,1000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100
CMND &H01A0
CMND &H0106 連続駆動(+)
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
ST_REG &H0104,2000 最高周波数変更
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
CMND &H0131 減速停止ｺﾏﾝﾄﾞ

ロータ リーエン コーダーカウン ト

ST_REG &H0151,&H03 2相ｸﾛｯｸ1逓倍
ST_REG &H0152,&H02 ｶｳﾝﾀA=ﾁｬﾝﾈﾙ1
CMND &H0150 ｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ
*LOOP
E=REG(&H0121) ｶｳﾝﾀA読み込み
PRINT E
TIME 50
GOTO *LOOP

駆動例

【引用文献】 本ドキュ メン ト作成にあた り  キ ョ ーパル X3202 ユーザーズマニュアル を引用し ま し た。

MARK

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
直線加減速

連続駆動
加減速 有/無

途中ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
変更

ｾﾝｻｰによる
位置決め

EZ

ORGI,EZによる
原点復帰

ORGI INT

ｴﾝｺｰﾀﾞｰｶｳﾝﾄ
による停止

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
S字加減速

Time

Speed
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MBK-816 タ ッチパネルインターフェースボード

MBK-816 各部の名称と 役割

添付品

　 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

　 コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

実装コネ ク タ
　 J2 HIF3FC-26PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J4 HIF3FC-10PA-2.54DS ﾋﾛｾ

　 J3 BS4P-SHF-1AA JST

J4: 通信ポー ト です。 CH0は保守用、 CH1はデジタルGPシ リーズ と接続し ます。

J2: オプシ ョ ンの7セグ メン ト 表示器を接続する コネ ク タ です。

J3: イ ン ターフ ェース電源 （12～24V）

J5: バス コネ ク タ。 MPC-816と接続し ます。

SP1: CH0の受信ポー ト RS-232C/RS-422切 り替えです。 （出荷時は2,3シ ョ ー ト でRS-232仕様）

LED1(緑): 動作中点滅し ます。

LED2(赤): エラー時点灯または点滅し ます。

概 　 説

MBK-816はMPC-816と㈱デジタル製タ ッ チパネル 「GPシ リーズ」 の イ ン ターフ ェースボード です。 通信を

意識し ないプログ ラムで容易に タ ッチパネルの制御ができ ます。

特　徴
MBK～GP通信 ： RS-422仕様、 38400bps、 松下MEWNET-FPプロ ト コル(準拠)に よ るダイ レ ク ト ア ク セス。

MPCプログ ラム ： 標準のI/Oコマン ド （ON,OFF,SW()等） で全てを制御し ます。

※ 「MBK-816」 の詳細は 「MBK-816 製品別マニュアル」 をご覧下さ い。

J2

J3

J4

J5

LED2

LED1

C
E
P
-
0
7
2
A
 
M
B
K
-
8
1
6

 
 
A
C
C
E
L
 
C
O
R
P
.
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I/Oマップ図

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能

          7CH                入力ﾎﾟｰﾄ

MIO       7DH     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ

#11       7EH                入力ﾎﾟｰﾄ

          7FH                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ

          80H                PORT A

SP1       81H     MIO-248    PORT B

          82H                PORT C

          83H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ

          84H

SP2       85H     MIO-248 　

          86H

          87H

          88H

SP3       89H     MIO-248 　

          8AH

          8BH

          8CH

SP4       8DH     MIO-248 　

          8EH

          8FH

          90H

SP5       91H     MIO-248 　

          92H

          93H

          94H

SP6       95H     MIO-248 　

          96H

          97H

          E8H

                   

          EFH

          F0H

SP1       F1H

          F2H

          F3H

          F4H

SP2       F5H

          F6H

          F7H

SP1       FFH    MPG-303 #1  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ

          FEH

SP2       FDH    MPG-303 #2  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ

          FCH

SP3       FBH    MPG-303 #3  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ

          FAH

【Ｉ／Ｏマップ（０～３ＦＨまではＣＰＵ内レジスタにて使用）】

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能

      3AH 入力 0-7

      3CH(下4bit) 入力 8-11

CPU   38H(上4bit) MPC-816 入力 12-15

      38H(下4bit) 出力 0-3

      3CH(上4bit) 出力 4-7

          40H                ﾊﾟﾙｽ出力ﾎﾟｰﾄ

          50H                入力ﾎﾟｰﾄ

          51H     MIF-816    出力ﾎﾟｰﾄ

          52H                入力ﾎﾟｰﾄ

          53H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ

          54H                入力ﾎﾟｰﾄ

MIO       55H     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ

#6        56H                入力ﾎﾟｰﾄ

          57H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ

          58H

MIO       59H     MIO-816 　

#1        5AH

          5BH

          5CH

MIO       5DH     MIO-816 　

#7        5EH

          5FH

          60H

MIO       61H     MIO-816 　

#2        62H

          63H

          64H

MIO       65H     MIO-816 　

#8        66H

          67H

          68H

MIO       69H     MIO-816 　

#3        6AH

          6BH

          6CH

MIO       6DH     MIO-816 　

#9        6EH

          6FH

          70H

MIO       71H     MIO-816 　

#4        72H

          73H

          74H

MIO       75H     MIO-816 　

#10       76H

          77H

          78H

MIO       79H     MIO-816 　　

#5        7AH

          7BH
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アスキーコード表

ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC

NUL

SOH (↑A)

STX (↑B)

ETX (↑C)
EOT (↑D)

ENQ (↑E)

ACK (↑F)

BEL (↑G)
BS  (↑H)

HT  (↑I)

NL  (↑J)
VT  (↑K)

FF (↑L)

CR  (↑M)

SO  (↑N)
SI (↑O)

DLE (↑P)

DC1 (↑Q)

DC2 (↑R)
DC3 (↑S)

DC4 (↑T)

NAK (↑U)

SYN (↑V)
ETB (↑W)

CAN (↑X)

EM  (↑Y)
SUB (↑Z)

ESC

FS

GS
RS

US

SP

!
”

#

$
%

&

’

(
)

*

+

00

01

02

03
04

05

06

07
08

09

0A
0B

0C

0D

0E
0F

10

11

12
13

14

15

16
17

18

19
1A

1B

1C

1D
1E

1F

20

21
22

23

24
25

26

27

28
29

2A

2B

0

1

2

3
4

5

6

7
8

9

10
11

12

13

14
15

16

17

18
19

20

21

22
23

24

25
26

27

28

29
30

31

32

33
34

35

36
37

38

39

40
41

42

43

,

-

.

/
0

1

2

3
4

5

6
7

8

9

:
;

<

=

>
?

@

A

B
C

D

E
F

G

H

I
J

K

L

M
N

O

P
Q

R

S

T
U

V

W

2C

2D

2E

2F
30

31

32

33
34

35

36
37

38

39

3A
3B

3C

3D

3E
3F

40

41

42
43

44

45
46

47

48

49
4A

4B

4C

4D
4E

4F

50
51

52

53

54
55

56

57

44

45

46

47
48

49

50

51
52

53

54
55

56

57

58
59

60

61

62
63

64

65

66
67

68

69
70

71

72

73
74

75

76

77
78

79

80
81

82

83

84
85

86

87

X

Y

Z

[
\

]

^

_
`

a

b
c

d

e

f
g

h

i

j
k

l

m

n
o

p

q
r

s

t

u
v

w

x

y
z

{

|
}

～

DEL

58

59

5A

5B
5C

5D

5E

5F
60

61

62
63

64

65

66
67

68

69

6A
6B

6C

6D

6E
6F

70

71
72

73

74

75
76

77

78

79
7A

7B

7C
7D

7E

7F

88

89

90

91
92

93

94

95
96

97

98
99

100

101

102
103

104

105

106
107

108

109

110
111

112

113
114

115

116

117
118

119

120

121
122

123

124
125

126

127
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ボード外形図

MPC-816

4
-
φ

3
.
5

7.5

5.08

49 52.5 14.5 7 (4.5)

(13.08)116.84±0.1

135

5.08

注）

C
E
P
-
0
2
1

R
O
U
N
D
φ

8

(
2
3
.
8
)

5
8
.
4
±
0
.
1

1
7
.
7
8

1
0
0

1
7
.
7
8

4
7
.
5

1
.
6

注）ＰＣＢ後端のパイロットホールにはスペーサ用スペースがありません。

ここで固定する場合は、樹脂スペーサを使用して下さい。
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MIF-816,MIO-816

注1) パイ ロ ッ トホールPH(A),(B)にはスペーサ用スペースがあ り ません。 こ こ で固定する場合は、樹

脂スペーサを使用し て下さ い。

注2) MIF-816KFにPH(A)はあ り ません。

注3) MIF-816ADにPH(A),(B)はあ り ません。

注4) MIO-816Kにコネ ク タJ5はあ り ません。
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ケース E

ケース B
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フ ラ ン ジ H

フ ラ ン ジ D
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MPC-RACK(A) MPC-816専用4枚構成ラ ッ ク

                            ※現状の天底板は成型加工品 と なってお り ます。
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MPC-RACK(B) MPC-816専用8枚構成ラ ッ ク
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MPC-RACK(C) MPC-816専用16枚構成ラ ッ ク
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MPC-816+MPG301 SET組立図

MPC-816＋MPG-301のセ ッ ト は、 以下のよ う な作業がお客様で必要です。

③ 組み合わせたボー ド をケース E に挿入しナイ ロ

ン ロ ッ ク で固定し て抜けない様にする。 （ケース

背面内側にはナ イ ロ ン ク ラ ンプを貼 り 直接ボー

ド と ケースがあた ら ない様になってお り ます。 ）

フ タ を閉めてネジで止めて下さ い。

☆ご注文頂 く 物 MPC-816、 MPG-301、 ケースE、

A1-40PA-2.54DSA

MPC-816+MIO248 SET組立図

MPC-816＋MIO-248のセッ ト は、 以下のよ う な作業がお客様で必要です。

③ 組立方法は前ページ参照

☆ご注文頂 く 物 MPC-816、 MIO-248、 ケースE、 A1-40PA-2.54DSA

 

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J5 

40PIN ピンヘッダ 

ＭＰＧ－３０１ 

① 40pinのピンヘ ッ ダ (A1-40PA-2.54DSA)をJ5のス

ルーホールに挿入しハンダ面か らハンダ付け

② MPC-816を上、MPG-301を下にし てJ5挿入の

上、 重ねる。 こ の時、 J5の反対側には付属の

ナイ ロ ン スペーサで固定。
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① 32pin のピンヘッ ダを J5 のスルーホールに挿入しハ

ンダ面か らハンダ付け

② MPC-816を上、 MIO-248を下にし てJ5挿入の

上、 重ねる。 こ の時、 J5の反対側には付属の

ナイ ロ ン スペーサで固定。
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32PIN にします。

(8PIN 分折る)

ＭＩＯ－２４８

 

 

 

ＭＩＯ－２４８ 

 

 

ＭＰＣ－８１６ 

 

 

J5   

ナイロンスペーサ 

 

 

 
 

6-34



ケーブル図

ケーブル DOS/V

MPC と パソ コ ン を接続する純正ケーブルです。 DOS/V用と なってお り ます。

USB-RS

MPC用純正USBシ リ アルイ ン ターフ ェースです。 Windows2000/XPでご使用 く ださ い。 (Win98,Me等では動作

が不安定な場合があ り ます)。 FTMW6.36以降で対応し ています。

MPC側

SG 1

TX0 2

RX0 3

SG 4

MAN 5

P5 6

PC側

1 CD

2 RXD

3 TXD

4 DTR

5 SG

6 DSR

7 RTS

8 CTS

9 CI

ヒ ロ セ HDEB-9S相当

ヒ ロ セ

HIF-3BA-10D-2.54C相当

3000mm
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